
 

校内研究「英語を使って、すすんでコミュニケーションを図ろうとする児童の育成」 

                                       

主幹教諭 白石 芳江 

 

 先日行われた運動発表会には、多くの保護者の皆様にご来校いただきありがとうございました。新しい生活

様式の中での発表となりましたが、児童が、『表現運動』や『短距離走』に全力で取り組む姿は、例年と変わ

らずにご覧いただけたのではないかと思います。参加種目数が少なくなったり、参観の仕方が変わったりする

中、児童の頑張りに対する大きな拍手をいただきながら、無事に運動発表会を終えることができましたのも、

保護者の皆様に、様々な面でご理解・ご協力をいただきましたおかげと感謝しております。今後も新しい生活

様式の中で、できることを模索しながら、教育活動に取り組んで参ります。 

 さて、本校では、今年度より「英語を使って、すすんでコミュニケーションを図ろうとする児童の育成」を

テーマとし、校内研究を進めています。学習指導要領の改訂により、令和２年度から、３・４年生は『外国語

活動』、５・６年生は『外国語科』が導入されました。教科として時間割の中に位置付けられ、教科書も配布

されています。新しい教科書ですので、QR コードがついており、読み取ると音声が流れる仕組みになってい

るなど、ご家庭でも学習しやすくなっています。本校では、１・２年生においても、英語活動を実施し、全ク

ラスで担任を中心とした授業展開を行い、ALT の先生にサポートしてもらっています。 

 先日、２年生が「色や形を表す英単語を使って、すすんでコミュニケーションを図ろうとする」をねらいと

した研究授業を行いました。英語で歌を歌い、色や形を表す英単語の言い方と「～,please」の会話練習をし

た後、丸や三角、長方形の形を使って、決められた図形を作るというミッションゲームに取り組みました。こ

のミッションゲームは、先生役の児童に、「Blue triangle, please.」のように英語でやり取りをしなけれ

ば、完成しません。先生役の児童は、ミッション通りの形が作られているか英語を使って確認していきました。

ゲームを通して単語やフレーズを何度も繰り返して発話することで、児童は自然に英語に慣れ親しみ、友達と

のコミュニケーションを図ることができました。今後は、３～６年生で研究授業が予定されています。 

 グローバル化が急速に進展する中で、外国語によるコミュニケーション能力は、生涯にわたる様々な場面で

必要とされます。外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろうと

する態度を育てるとともに、『聞くこと』、『話すこと』、『読むこと』、『書くこと』の力も身に付けさせ、

中学校への接続を図っていきたいと考えています。 
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今年度は感染症対策のためいくつかの行事が中止となっております。さらに以下の行事が中止となります。 

〇学校行事：「持久走大会」 

〇PTA 行事：「バザー」、「PTA 新年初顔合わせ会」 

〇その他の行事：「ジュニア駅伝」、「親子ふしぎ発見塾（青少年委員協議会）」 
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離任式         教務主任 川口 治彦 

昨年度末３月からの臨時休業期間があったため、本来なら４月に行うは

ずの離任式をずっと行うことができていませんでした。しかし離任式は、

これまでお世話になった先生方に子供たちが感謝の気持ちを伝える機会に

なるだけでなく、先生方の声を聴くことでたくさんの思い出を振り返り、

子供たちがこれまでの学校生活を大切にするきっかけとするため、どうし

ても実施したい行事です。 

現在の状況から、子供たちが密集する状況を生みださないようにこれまでと方法を変え、離任された先生方

と教室で会う形で８月２７日に離任式を実施することができました。校内放送での全体に向けたお話の後、３

人の先生方に２年生以上の教室を巡回していただきました。子供たちは、直接先生方の声を聴くことができ、

感謝の気持ちやお別れの気持ちを伝えることもできました。 

離任された先生方からは、田原小学校の子供たちのよいところをたくさん話していただきました。友達思い

で優しいところ。一人一人のイメージで自分だけの作品を作り出せるところ。行事などで力を合わせ、大きな

パワーを発揮するところ。そして、高学年をお手本にしながら、もっとすてきな田原小学校にしてくださいと

メッセージもいただきました。 

田原小学校の子供たちのよいところをさらに伸ばし、これまでお世話になった先生方が遺してくださったも

のを大切にしながら、来年度１１０周年を迎える田原小学校を我々教職員もよりよくしていきたいと感じまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

生活指導部より 

                                     生活指導主任  高橋 浩之 

１０月の生活指導月目標は『落ち着いて学習に取り組もう』です。先月は暑い日が多く、体育授業の時間だ

けの練習であっても気持ちは運動発表会に向いていたと思います。今月は、気候も涼しくなり、児童も教室で

の学習に集中して取り組むことができると思います。 

学習に落ち着いて取り組むためには、生活面での落ち着きがとても大切です。校内では、チャイムが鳴った

時に着席できず、授業の開始が遅れてしまう様子が時々見受けられます。時間に余裕をもって行動することは、

落ち着いた生活をすることにも繋がります。時間を大切にすることを意識して、学習にも最適なこの季節、集

中して学習を進めていけるよう、生活環境を整えていきたいと思います。 

   



 初めての運動発表会      体育部 矢代 涼 

運動発表会に際しましては、ご多忙の中にもかかわらずご参観していただき、子供たちに大きな拍手

をいただきまして誠にありがとうございました。 

今年度は新型コロナウイルス感染症対策のため、学校行事としての『運動会』は中止として、『運動

発表会』とし、日頃の体育の授業を発表する場として、声を出さない、触れ合わないという条件で表現

運動と短距離走を各学年行いました。『田原っ子 一生懸命 頑張ろう』のスローガンのもと、各学年

が今できることを考え、練習を積み重ねてきました。休み時間にすすんで練習に取り組んだり、友達の

頑張りを励ましたり、一生懸命な姿がたくさん見られました。 

本番の子供たちはどの子も真剣なまなざしで、ひたむきにがんばる姿に感動しました。この運動発表

会の取組の中で得た自信や満足感・連帯感を今後の生活に生かせるよう指導していきます。 

〈表現リズム運動の様子〉                          
            

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

１年 ピカピカの１年生～笑顔でチーズ～ 

６年 田原ソーラン 

 

３年 TAWARA☆ROCK 

 

５年 Make TAWARA Happy！！ 

 

２年 Welcome to TAWARA 

 

４年 エイサー～ダイナミック琉球～ 

６年 田原ソーラン～心を一つに～ 

 


